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なかじま・みねお 昭和11年、長

野県生まれ。東京外大中国科卒。東

京大大学院間際関係論陣士課程。52

年、教授。平成7年9月、学長。10

年から国立大学協会副会長。専門は

国際関係論、現代中国学、アグア地

域研究。著占に「北京烈烈」など。

ー上東京外大と大阪外大の

カラーの違いは

「
本
学
は
明
治
六

年
ハ
一

八
七

三
〉
、

点
京
外
国
語
学
校
と
し
て

建
学
さ

れ
、

そ

の

後
日
等
商
業
学

校
〈

現
一

橋
大
学
〉

と
合
併
、

今

か
ら
百
一

年
前
に
独
立
し
た

と
い

う
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

大
阪
外
大

に

比
べ

て
確
か
に

。
官
。

の
色

彩

が

強
い

の
か
も
し

れ
ま
せ

ん
が
、

旧
帝
大
の

国
立
大
学
と
は
遣
い
、

外
交
官
を
除
く
と
、

卒
業
生
に
は

官
僚
を
目
指
す
人
は
少

な
い
。

グ

ャ

l

ナ

リ
ス

ト
、

文

学

者
や

学

者
、

企
業
で

は
商
社
で

活
路
す
る

人
が

多
く
、

軽
や

か
に
外
に
向
か

っ

て
飛
び
出
す
伝
統
が

あ
り
ま
す

ね
。

強
い

て
挙
げ

れ
ば
、

大
阪
の

商
人
気
質
に
対
し
て
、

こ

ち
ら
は

反
骨
粉
神
に
あ
ふ

れ
た

武
士
の

子

弟
と
い
っ

た

風
情
が

あ
る
か
も
し

れ
ま
せ

ん
ね
」

｜｜近年、
東京外大でも改

革が行われました

「
平
成
四
年
の

大
学

院
博
士
課

程
設
置
に

続
き
、

七
年
に

大
幅

な

改革
を
行
い

ま
し
た
。

従
来
の
語

学
科
制
に
代
わ

り
、

よ
り
広
範

な

地

域
別
の
七
課
程
に
改
組
し
て
い

ま
す
。

入
学
生
は
、

二

十
六
の

専

攻
語
の

中
か
ら
主
専
攻
語

を
選
び

ま
す
が
、

専

門
性
を
明
確
に
す
る

た
め

に
三

年
次
以

降
、

『
言
語
・

的
報
』

『

総
合
文
化
』

『
地

域
・

反
骨
精
神
あ
ふ
れ
る
武
士
の
子
弟

二一一口
語
を
手
段
に
知
識
深
め
る

メ〉、
-, 

、

国
際
』

の
三
つ

の
履
修
コ
i

ス
A

設
け
ま
し
た

。

習
得
し
た

言
語
＋

手

段

と
し

て
、

政

治
学

、

経
w

学
、

国
際
関
係
論

な
ど
人
文
・

ん

会
科
学
の
興
味
が

出
て
き
た

テu

マ

に
つ

い

て
知
識
を
深
め

て
い占

ま
す
」｜｜今秋に東京都府中市一

いよいよ移転します
一

「
敷
地

は
今
の
約
三

倍
に
な一

ま
す

。

美
し
い

施
設
で

従
来
の一

立
大
学
の
イ
メ
ー

ク

を
一

新
す－

か
も
し

れ
ま
せ

ん
ね

。

建
物

足

で

な
く
、

中

身
も
変
え
て
い

き←

す
」ーlどう変わりますか

「
現
代
日
本
を
取
り
巻
く

主

の
環
境
は
刻
々

と
変
化
し
て
き

部一座一
学
E

語
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川ハ引削川和門
出

獄
匿英川丸
山
t
r

縮
コ
4

4
4一

京
璽米関
米 …附

下概

東
日欲十
欧紅・
一U鰍

海

外

旅

行

が
一

般

化

し
、

仕

事

上

で

も

海

外

と

の

や

り

と

り

が

急

速

に

憎

加

し

て

い

る

現

代

で

も
、

流

ち

よ

う

な

言

葉

で

異

国

の

人

々

と

コ

ミ

ュ

二
T
l

プ

ヨ
ノ

ボ

悶
も

る

国

際
人
は

ま
だ

ま
之

少

技

派
。

記
ご
っ

に
、

刈「
閣

の

政

治
、

文

化
、

社

会

に

精

通

し

た

人

材

は

ま

れ

で

す
。

必

要

と

さ

れ

て

い

る

そ

ん

な

言

葉

と

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

遥

，

り

出

し

て

き

た

東

京

外

国

語

大

学
、

大

阪

外

国

語

大

生

び

壁

担

と

国対
H
士
、

そ

し

て

本

来

を

三

副一

乙

か

七

り

附

．t

文

高

梨

美

穂

子
、

藤

原

徹

／

写

真

篭

4版5 

実
学
重
視、

ア
ジ
ア
に
も
重
点

大
阪
商
人
の
心
意
気
が
脈
々
と

ー！大阪外大と東京外大そ

れぞれの特色は

「
大
阪
外
大
の
歴
史
は
、

大
阪

の
実
業
家
の
夫
人
、

林
蝶
子
さ
ん

が

夫
の
遺
産
百
万
円
を
国
に

寄
贈

し
た
こ

と
に

始
ま
り
ま
す
。

こ

れ

を

も

と

に

大

正

十

年
〈
一

九

二

一
〉
、

前
身
の
『

大
阪
外
国
語
学

校
』

が

創
設
さ

れ
ま
し
た
。

国
立

で

は
あ
り
ま
す
が
、

そ

の
底
流
に

、．λー’

は
民
の

流
れ

、

大
阪
商
人
の
心
意

気
が

脈
々

と
続
い

て
い

ま
す
。

実

学
を
重

視
し
、

地

域
的
に
か
か
わ

り
の
深
か
っ

た
ア
グ
ア

に
も
重
点

を
置
い
た

伝
統
が

あ
り
ま
す
。

束

あかぎ・おさむ 昭和19年、岡山県生ま

れ。大阪外大タイ語学科卒。タイ・チュラー

ロンコーソ大留学を経て、大阪外大助手、助

教授、教授をへて、平成11年3月から学長。

専門はタイの政治・社会論。著古に「タイの

政治文化 剛と柔」など。
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外

大

は

（

首

都

に

あ

る

こ

と

か

ら
〉

政
・

官
と
の
か
か
わ

り
が

強

い

よ
う

に
感
じ
ま
す
ね
」

｜｜近年、
大学改革が各地

で行われています。大阪外大

でも大改革が行われましたね

「
平
成
五

年
度
に
そ

れ
ま
で

の

語
学
科

を
改
組
し
、

『
国
際
文
化

学
科
』

『
地

域
文
化
学
科
』

と
い

う
こ

学
科
編
成
に
し
ま
し
た
。

外

大
に
求
め

ら
れ
て
い

る
の

は
、

外

国

語

を

訴

す

能

力
だ

け

で

は

な

い
。

そ

の
言
語

を
基
盤
と
し
た
社

会
の
文
化
を
学
び

と
り
、

総
合
的

に
理
解
す
る
『
外
国
学
』

こ
そ
が

重
要
と

な
っ

て
き
て
い

ま
す
」

｜｜各学科で学べることは

「
本
学
で

特
色
が

あ
る
の

は
国

際
文
化
学
科
で

し
ょ

う
。

こ
の
学

科
の
学
生
は
、

在
学
中
の

前
半
二

年
間
は
二

十
五
言
語
の

う
ち
一

つ

を
選
択
し
て
、

語
学
を
集
中
的
に

学
習
す
る
。

後
半
二

年
間
は
、

語

学
を．
フ
ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

す
る
と

と
も
に
、

入
学

時
の
五
専
攻
、

①

言
語
・

的
報
②
日
本
語

③
比
較
文
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化
④
国
際
関
係

⑤
開
発
・

環一

分
か
れ
て
、

異
っ

た

専
攻
語

生
と
机
を
並
べ

て
専
門
知

識

め

ま
す
。

こ
の
学
科
が
で

き

と
で
、

J
語

別
の

縦
割
りでし

く
、

全
世
界
的
視
野
、

つ

ま－

断
的
に
学
問
を
深
め

る
こ

と一

き
る
よ
う

に
な

り
ま
し
た

二

一

方
、

地

域
文
化
学
科
は

語
に
よ
り
力
点
が

置
か
れ
て

す
。

隣
接
す
る
地

域
の
言
葺

化
と
の
つ

な
が

り
を
常
に
念

位
い

て
、

国
際

舞
台
で

活
闘

の
に
十
分

な
語
学

力
と
、

車

な
地

域
文
化
に
関
す
る
知
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